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特許情報

発明の概要

微生物の遺伝子組み換えにより有用な物質生産を行う手法は従来からよく行われ
ている。中でも真核生物である酵母による物質生産は、大腸菌等の原核生物に比
べて抗体等の高度な物質生産が可能であることから、組み換え酵母が簡便に作成
できれば極めて有用である。本発明は枯草菌や大腸菌で構築したDNAを溶菌法に
より、形質転換細胞として有用な酵母菌等の他の宿主に導入する方法を提供する。

DNAの精製操作を要しない簡便・迅速な形質転換技術

背景と目的

目的DNAを含むドナー細胞（下図では枯草菌）を種々の酵素、添加物の存在下で静置
することにより溶菌させ、溶菌液中のDNAでレシピエント細胞（下図では酵母）を形質
転換する方法である。本方法によれば目的DNAの煩雑な精製・回収操作が不要で、

迅速かつ簡便な酵母形質転換体が得られる。ドナー細胞としての枯草菌は巨大遺伝
子の集積化が可能であり、これを酵母に導入することにより高度なたんぱく質の物質
生産が極めて簡便に可能となる。また、ライブラリーなど多種類のDNAをハイスルー

プットに扱う事も可能となる。本方法は微生物を用いたものづくり産業において極めて
有用な手法である。
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